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The Experience of the Urban Design Lab. -Talking about 2017 with Family-

「家族」の知の集積 ―2017 を振り返る―

今年も早いもので 12 月となった。この時期になると様々な場所で忘年会が開かれるようになる。

その年の苦労を忘れるために行われる忘年会であるが、私たちが色々なところで積み上げてきた１年間は、決して忘れてはならない。

今月号は年末の特集号ということで、個人の、プロジェクトの、研究室の、それぞれが積み上げた今年の活動を記録している。

年に一度、「家族」の一堂に会するこの場で、今年を振り返りつつ、来年に向け語り明かす種になれば幸いである。
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Our Teachers Work Around the World!

先生方の 2017 年

イコモスのとあるミッションで今年の 9 月に行ったインド・ムン
バイの海岸通りのアールデコ建築群。
この商都にこうしたリッチな邸宅が建ったのは、アメリカの南北戦
争でアメリカからイギリス向けの綿花の輸出が途絶え、そのかわり
にインド産の綿花の輸出港としてムンバイが栄えたことと、アヘン
戦争による富の蓄積があったから。つまり、世界史上の出来事が地
区の風景を生み出した例。

ー 2017 年を振り返って
今年は最後の宮仕えの年ということで、い
ろいろこれまでにないことをやってきまし
た。ひとつは講義に工夫したことで、3 年
生向けの「都市保全計画」では、これまで
学生が知っておくべきことを講義していた
のをすっぱりやめて、自分がしゃべりたい
ことだけを講義しました。それは県都をど

う読み解くか、ということでした。不思議なもので、自分が面白いと思ったこ
とをしゃべることのほうが学生諸君には受けが良かったようで、今年の都市工
のベストティーチングアウォードを頂くことになりました。こんなとことなら、
これまでも好きなことだけ講義していればよかったのかと思うと、いままでの
30 年間の講義はなんだったのかと釈然としない気もします。
来年はさらにわがままに、自分のやりたいこと（だけ）を追究していってもい
いのか、と思ったりしています。

ー 研究室の学生に一言
2018 年 4 月から研究室の風景も少しは変わるかとは思いますが、おそらくこ
れまでと同じように時間は過ぎていくでしょう。自分は何をやったら、自分の
青春に後悔しないでいられるか、それぞれが苦悶するなかでみずからの行く道
を見つけていくしかないのだと思います。
皆さんの健闘を祈っています。

西村 幸夫 教授 皆さんの健闘を祈っています。

ー 2017 年を振り返って
早かったようで、個人的には考え悩む一年でした。
一方で、ネパールへ（今年 7 回！）、パリへ、そし
て清華大学、ソウル大学のキャンパスを東京大学と
比べて見られた一年でもありました。日本を離れる
機会が増えると、昔留学中に抱いた日本人であるこ

との自覚が蘇り、自国を知りたくなってもいます。外国の友人から、日本は西
洋の仕組みを日本流に解釈していち早く取り入れたが、それはどうしてできた
のか、との難問が・・。ネパールでなかなか進まない復興の実態に触れ、一長
一短はあるでしょうが、改めて関東大震災や戦後の日本に思いを馳せた年でし
た。

ー 2018 年に向けて
ある企業の創業者の一文を、折に触れて読み返します。その方の座右の銘であ
る「因果倶時」、現在の自分は過去の積み重ねの中にあり、将来の自分がどの
ようになるかは、今日一日にある。特別な年にしようなど気負うことなく、頑
張っていきたいと思います。

ー 研究室の学生に一言
色々興味の向くまま手を広げると、なんでも手に入るように見えて、実は何も
掴んでいなかった・・。こういった経験、既にされた人もいるかもしれません。
目の前のことを丁寧に。欲張らずに、頑張りましょう。

森 朋子 助教

2017 年も残すところあと約 2 週間。一年中駆けまわる先生方には、印象に残った風景を添えて、今年を振り返っていただきました。

それぞれ異なるフィールドでご活躍される先生方の一年間の思いが詰め込まれています。

最後には、2018 年の目標と、研究室の学生へ向けてのコメントもいただきました。

12 月 7 日、新憲法制定後初の国政・州議会選挙が行われたカトマ
ンズ市内。選挙の不正防止のため、公共交通機関も運休し、登録車
両以外走行が禁止され、静まり返った市内中心部。交通渋滞が日常
茶飯事の街が、一転して歩行者の街となり、道路に出て写真を撮る
人も見かけられた。

Mumbai / India

Kathmandu / Nepal

目の前のことを丁寧に。

来年は実力が試される一年になりそう。
ー 2017 年を振り返って
今年は上野、高島平、富士吉田などのプロ
ジェクトを通じて、学生たちとよく議論が
できて、楽しい 1 年だった。個人的にこの
1 年で大きな仕事をしたという感覚はない
が、これまでの仕事の整理が一応ついたり

（単著が 2018 年 3 月に出るはず）、来年度
以降の大事な仕事の仕込みをしたり、忙し

い 1 年だった。私ごととしては引越しを二回行い、ようやく落ち着いたとと
もに、住宅ローンというものによって、自分の人生の残り期間を具体的な数字
で思い知らされることになった。さて、来年は研究室として大きく環境が変化
する年で、その変化をどのように受け止めて活動を先に進めるかが問われる。
研究室としてはピンチかも知れない。実力が試される 1 年になりそう。実に
楽しみだ。
❶今年、残念だったこと：谷口ジロー氏の死去。もう新しい作品には出会え
ない（2 月）。❷今年、出会って嬉しかったエッセイ：小宮賢一「湖底の故郷」

（『新都市』、創刊号、38 頁、都市計画協会、1947 年）「沈む村を故郷にもつ
人々のために、せめて後々思い出の扉をひらく鍵になるような物を残してやれ
ないものか、そうすることが都市計画家の義務ではないかと、私はいつも思い
つづけてきた」。本当の都市計画家の自然な心情（3 月）。❸今年、思い切った
こと；自宅購入。ようやく杉並に定着（9 月）。❹今年、感銘を受けた展覧会：

「毕业于宾夕法尼亚大学的第一代中国建筑师展（The First Chinese Architects 

Graduated from University of Pennsylvania）（江蘇省美術館旧館／南京市）。
人物を通して中国の近現代建築・都市計画草創期の気概がひしひしと伝わって
きた（12 月）。

ー 2018 年に向けて・研究室の学生に一言
来年の抱負：「来年も自由に生きる。そのための努力を怠らない。そして、多
くの人が自由に生きられる社会の創造に向けて、少しでも貢献する」。

中島 直人 准教授

自分なりの「部活」を探してみてほしい。
ー 2017 年を振り返って
本業の他に、プラスαの活動を行うこと（私は「社
会人の部活」と呼んでいます）が人生の糧になり、
また本業を豊かにするはずだとずっと思っていまし
た。例えば、業務時間外に友人の家を設計したり、
自分の住む地域のまちづくりに参加したり。特に社

会人になると容易ではありませんでしたが、個人的には今年、長崎である建物
を保存活用する ” 邦久庵倶楽部 ” という法人を立上げ、ようやく「社会人の部活」
を本格スタートできました。部活が忙しくなりすぎる時期もありましたが、充
実を感じる平行的努力の時間でした。

ー 2018 年に向けて
「社会人の部活」は色んなところに転がっているはずで、もっと小さな活動を
増やしていきたいなと思いますし、もしかしたらその中から、新たな研究室プ
ロジェクトも生まれてくるのだろうと感じています。

永野 真義 助教

忙しい一年の中のエアポケットのような時間。常盤駅（山口県宇部
市）。次の列車まで３０分。無人駅。誰もいない。軒が深めの休憩
室からの風景は静か。9 月のはじめ、夏の終わりの始まり。一年の
折り返し地点。すっと頭の中が整理されていく。私は今、人生の折
り返し地点にいるのかも知れないとふと思った。

宇部市（山口県）

7 月末、3 年生の実習旅行（今年は茨城）を引率した際の、夜のひ
とコマ。夏学期、集合住宅地設計のハードな演習。議論に深く向き
合い、共に闘い、少しずつの改善を重ね乗り越えた彼らが、この日
御礼としてサプライズプレゼントを贈ってくれました。昂るような
都市工の初心を思い出す、そんな宴でした。

潮来市（茨城県）

九大黒瀬研と熊本県大イルジ研も
邦久庵へ来てくれました。

ー研究室の学生に一言
皆さんも研究・プロジェクト・バイ
ト・遊びに加えて、自分なりの「部活」
をぜひ探してください。プラスαが
研究室にきっと還元されますし、皆
さんの将来を豊かにする繋がりや思
想に、きっと出会えるはずです。
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2017 年度　プロジェクト総覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  今年度は新たに 3 つのプロジェクトが始動。都市デザイン研究室・地域デザイン研究室合わせて 9 つの PJ がアクティブに活動している。

上野
 Ueno

上野・湯島・御徒町エリアに点在する “ 文化資
源 ” を、不忍池という最大の “ 文化資源 ” を核
に捉え直す。歴史分析・実地調査・設計提案な
ど多様なアプローチでビジョンを描く。

Jan.
 Feb.
  Mar.

年度末に予定されるシンポジウムでの発表や、
来年度につなげるための最終報告書・ビジョン
作成など。今までの作業のブラッシュアップを
中心に。委員関係者とのまちあるきも。

Apr. ●プロジェクト報告会でお披露目。PJ として
本格始動

● 4 月上旬　キックオフ・ミーティング

● 5/31 第 1 回『上野スクエア構想』委員会。
過去の文献や古地図から、上野エリアに散らば
る文化資源をピックアップした

● 8/3 第 2 回『上野スクエア構想』委員会。
文化の基層を調べ、設計提案を行なった

● 9/27 上野副都心協議会。地元の方々の前で
提案をプレゼン。地域を知る人ならではの厳し
い意見も。熱い議論となった

● 10 月中旬　不忍池のアクティビティ調査。
PJ 参加者全員で池の使われ方や人々の振る舞
いを記録した

● 11/27 第 3 回『上野スクエア構想』委員会。
調査の報告と『文化圏構想』の提案、詳細設計
の提案を行なった

● 12 月下旬　今年最後のミーティング。上野
公園・上野動物園など、関係者へのヒアリング
準備や、報告書の準備

●前年度、中島准教授と永野助教の『上野スク
エア構想』委員会への参加

千葉県柏市の「手賀沼周辺の拠点」となるレ
ジャー施設改修の基本計画・基本設計。桟橋や
施設の敷地際を設えて沼沿いの余暇空間のデザ
インをする。

内子町の歴史的風致維持向上計画策定のお手伝
い。地域の風致や歴史を文献調査やヒアリング
からまとめることや、今後のまちづくりの方針
や具体的事業に関しての提案を行う。

高度経済成長期に計画された高島平において、
歴史的文脈を読み解く。本年度は、市民の方と
の協働や、活動内容の地域への発信を行い、広
く歴史性を共有しながら研究を進めた。

世界文化遺産に登録された富士山の麓の御師の
慣習が息づく富士吉田のまちづくり。近年中に
行われる道路拡幅による町の骨格の変容と短期
的な住民参加の 2 つの視点から参加している。

2015 年のネパール地震で甚大な被害を受けた
カトマンズ盆地の伝統的集落。それらをどう保
全していくか、集落の「空間構造」×「保存度
合い」の 2 軸から考える。

手賀沼
 Teganuma

内子
 Uchiko

高島平
 Takashimadaira

富士吉田
 Fujiyoshida

カトマンズ
 Kathmandu

New!

年明けから始まる工事を見守ると共に、それと
連動して敷地境界の蛇籠フェンスに使う薪材づ
くり WS を実施。次年度以降の範囲の設計に
も取り組む。

まずは年明けに控える 3 省庁会議に向けて風
致案や事業案の修正を行う。それと共に、具体
的な空き家活用の提案も行う。計画策定以降も
関われるように活動の幅を広げたい。

周辺地域との繋がりから高島平の形成を見ると
いうことで、昔の様子を知る方を交えた議論を
続けていきます。また、将来的に調べてきたこ
とを発表できればと考えています。

2017 年度は調査、アクションの両輪でそれら
を取りまとめて、今年度分の報告書として提出
する作業がメインになるのかと思います。

今年度分の調査成果を報告書に。広域的な調査
ゆえ「調査成果をどう分析して説明するか」が
より一層重要となる。調査成果が有用で説得力
ある知見につながるよう、鋭意努力する。

May

Jun.

Jul.

Aug.

Sep.

Oct.

Nov.

Dec.

Next
 year

●第 0 期工事実施、完了（設計者：永野助教）

● 12 月 次年度以降エリアの設計

● 11 月 詳細の検討。樹木や材料などのディ
テールを決める。

● 9 月 基本設計。敷地を念入りに調査し臨む。

● 7 月 基本計画立案。模型を使ってプレゼン。

● 5/4 初現地訪問

● 4/28 キックオフ MTG、プロジェクト始動

●プロジェクト報告会にて、永野助教から新プ
ロジェクトの紹介

● 12/1-6 四度目の現地訪問
● 12/5 第 2 回策定委員会
まちの職員の方と連携しつつ、風致案のまとめ
などの会議資料作成を行った。作業は夜まで続
く密度の濃い滞在であった。

● 10/22-24  現地調査
立川地区のお祭りの見学や、大洲市街の様子な
ど、内子の中心部以外を見学。特に五十崎・天
神地区の方への調査を重点的に実施。

● 8/24 第一回（内子町歴史的風致維持向上計
画）策定委員会
今までに調査してきた内子町の風致についての
資料作成と発表を行った。

● 8/21-26 現地調査
伝建地区内の住民や商店街の方々、地元の職人
へのヒアリングを実施した。また五十崎地区を
歩き、建物の特徴などを調査した。

● 5/26-27 最初の現地訪問
内子町職員の案内で、町で大切にされてきた町
並み、村並み、山並みを見学。原広司の大瀬中
学校も見学させてもらった。

●西村先生と TIT の方々による PJ 紹介が行わ
れる。4 名の学生が集まり内子プロジェクトが
始動する。

● 1/11 文献調査を経て、高島平まちあるき

● 11/21 第５回「高島平ヘリテージ」PJ ミー
ティング
崖上の町に昔からお住いの方をお呼びして、当
時の様子や今に残る歴史について議論。崖上と
の繋がりから高島平を見る展開へ。

● 9/28-10/1 高島平プロムナード活用実験に
て「高島平ヘリテージ」PJ 活動の紹介と高島
平ヘリテージテーブルを展示。実際に歴史を体
感する高島平ヘリテージまちあるきを実施。

● 8/3 第２回「高島平ヘリテージ」PJ ミーティ
ング。区画整理以前の巨大な住宅地図で議論は
大盛り上がり。

● 7/8 「高島平ヘリテージ」PJ キックオフミー
ティング。高島平住民の方と共同で行うプロ
ジェクト活動の開始。

● 6/5 高島平観光協会（仮）との意見交換。「高
島平ヘリテージ」プロジェクトの立ち上げを決
める。

● 5/25 新 M1 を交えて 2017 年度第一回ミー
ティング

● 3/31 2016 年度報告書作成

● 12/10 第 3 回横町勉強会
夏の調査やアクションの報告と、道路拡幅に起
因する道路交通に関して住民の方と議論した。

● 10 月 住民の領域調査
横町の住民の方がどのような社会的領域、空間
認識を持っているか、ヒアリングを通して調査
＋空き家見学と道の使われ方調査も行った

● 9/23 行灯点灯式
8 月 11 日に作成した行灯を大門に並べる点灯
式を行った。今後はイベントなどの際に定期的
に並べられるよう検討中。

● 8/26 ふじの火祭り & 駐車場看板調査
火祭り全体の見学と、横町の様子を調査した。
駐車場看板変更後の使われ方の変化も調査。

● 8/11 行灯絵描きイベント＆駐車場看板調査
西念寺の境内にて行灯の和紙に地元の方が絵を
描くイベントを行った。また、既存の看板デザ
インがどのようなものか調査。18 日看板完成。

● 6 月　第 2 回横町勉強会
昨年度の報告に加え、住民の方と道路拡幅につ
いて 1/200 模型を用いて考えたり、今年度中
に行う短期的アクションについても考えた。

● 5 月　キックオフミーティング

● 2 月末 : 前年度分報告書提出。

● 12/25-28 カトマンズ盆地歴史的都市集落
保全に関する市長フォーラムへの西村先生ご登
壇。ならびに、引き続き集落調査。

● 12/2-11 現地渡航③。9 月渡航時の調査を
継続。空間構成の基礎となる要素にフォーカス
し、より精緻な調査を目指した。

●9/4-14 現地渡航②。伝統的集落の悉皆調査。
地形・空間構成・都市構造・近代化度合いの特
徴を掴む。

● 6/14-18 現地渡航①。Khokana での集落
調査・現地 WS と、他集落のプレ調査。

● 5/9 キックオフ・ミーティング。
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2017 年度　プロジェクト総覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   また、今年度で一旦幕を閉じるプロジェクトや、個人で活動を続けるプロジェクトも。

Jan.
 Feb.
  Mar.

Apr.

May

Jun.

Jul.

Aug.

Sep.

Oct.

Nov.

Dec.

Next
 year

都市デザイン研究室／地域デザイン研究室のプロジェクト

近年の都市デザイン研究室・地域デザイン研究室では、毎年 4 月にプロジェクト報告会を行う。担当する先生たちや M2・D の学生が自分のプロジェクトについての紹介
を行い、新しく研究室に入った M1 たちがどのプロジェクトに参加するかを決める、というのが一般的な流れになりつつある。これまで見てきた 9 つのプロジェクトも、
今年の 4 月の報告会を経て新しく M1 が参加し、先輩方の経験と蓄積を受け継いだものであったり、あるいは M1 が初期メンバーとなって動き始めたものである。

しかし、プロジェクトはこれだけではない。当初の成果をあげて一旦幕を閉じるプロジェクトや、個人的・小規模に行なっているプロジェクトなど、新しくメンバーを募

集しないものもいくつかある。ここでは、報告会でのメンバー募集はしなかったものを紹介する。

本郷
Hongo

今年度は東京文化資源会議の協力
のもと、『本郷のキオクの未来』
として文京建築会ユースや地元企
業・大学・地域住民とともにさら
なる活動を行なった。
地域文化の記録活動として、冊子

「菊水湯にありがとう」の発行や
「歓迎 ! 本郷旅館街」展などを実
施した。また「本郷のキオクを考
える昼／語る夜」・「本郷キオク散
歩」・「本郷のキオクを語り聞く会」
といった地域密着のイベントも開
催。

プロジェクトを総覧して

こうしてプロジェクトをまとめてみると、その数の多さ・活動の多様さに驚かされる。研究室の足元、本郷や上野など東京都市圏に根を下ろしているものもあれば、東北
から四国まで、全国各地で地域に入り活動しているもの、海外で調査を行なっているものまである。特に今年は 3 つのプロジェクトが新たに始まり、かつてないほど賑
やかになっていると思う。実際先生方に聞いて見ても、「私の時代にはプロジェクトは１つしかなかった」とか、「今みたいにいくつも掛け持ちはしていなかった」という
声もある。学生から見ると、選択肢が多いことは自分の興味のある分野が見つけやすいという点ではいいことかもしれないけれど、一方でもしかしたら、いくつものプロ
ジェクトに惹かれて１つのものに集中する機会が得られなくなっているのかもしれない。

また、新しく始まるプロジェクトもあれば、幕を閉じるプロジェクトもある。プロジェクトの終わり方も、ただそこで終わってしまうのではなくて、今までの蓄積を新し
くその地域を担っていく主体に引き継いだり、そのプロジェクトで得たノウハウを研究室に還元できるような、そんな有意義な終わり方ができてようやくプロジェクトが
完結するのかもしれないと、ここしばらくのプロジェクトを調べていて感じた。（文責：中戸）

大槌
Otsuchi

ハノイ
Hanoi

佐原
Sawara

神田
Kanda

赤浜集落の復興について、空間計
画に携わった窪田先生、黒瀬先生
( 九州大 )、土木設計者・上條氏
を中心に検証している。
区画整理や防集団地の造成完了を
迎えつつある中、地域性を継承し
た計画となったか、計画検討・事
業実施プロセスにどのような課題
があったのか、住民や関係者への
ヒアリングを交えながら議論して
いる。来年のとりまとめ・書籍化
に向けて最終的な議論を深めてい
きたい。

上水道整備の進むハノイの郊外集
落を対象に、井戸や池など伝統的
な公共水空間の変容を追う研究
ベースのプロジェクト。都市デザ
イン研究室 OG の Le Quynh Chi
先生（ハノイ土木大）をカウンター
パートに、荒巻俊也先生（東洋大
学）などとともに進めている。
今年は 8 月に 4 つの集落を訪れ、
各家庭でのアンケート調査やコ
ミュニティリーダーへのヒアリン
グを行った。来年も研究成果とな
るよう継続して行っていく。

重伝建の歴史的町並みが残る千葉
県北総の佐原において、2009 年
より観光客の回遊性の向上、住民
の生活の記憶継承など様々な調査
や提案を行なってきた。
現在は 2015 年から始まった、
次世代の担い手である高校生を中
心とした多主体連携まちづくり
と、歴史的建物を活用した活動拠
点「さわらぼ」の成果を取りまと
めるべく報告書を執筆中。活動自
体も佐原現地の方々に引き継ぐべ
く調整に努めている。

地域資源の発掘・共有と地域の担
い手づくりを目指し、主に子ども
向けの活動を展開。
2 月から 3 月にかけて、地元小学
校などと連携して万灯制作ワーク
ショップを実施。5 月の神田祭で
は、制作した万灯を活用して万灯
持ち体験イベントを企画した（雨
天により実現ならず）。
現在は活動休止中であるが、これ
までの活動の成果やノウハウを地
域の主体へいかに受け継ぐべき
か、検討を行っている。

かつてのプロジェクトたち
- 昨年度の都市デザイン研究室マガジン（vol248）より -

避難指示がほぼ解除された原発津波複合被災
地、南相馬市小高区の復興を目指し、小高復興
デザインセンターを拠点として住民・行政など
多様な主体と協働しながら実践を行う。

古くからの漁師町だった浦安市・元町地域。今
年度は防災まちづくりの観点で住民勉強会を進
める浦安市と協力しながら、まちの資源を生か
したまちづくりを構想している。

かつて北前船貿易で繁栄した湊町、しかし当時
の町並みを残す市街地では人口減少と同時に諸
問題が顕在化しつつある。一時・短期利用で空
き家の流動性を上げ、町並み保全を進めたい。

小高
 Odaka

浦安
 Urayasu

三国
 Mikuni

まちなかでは菜園などのつながりの場づくり、
集落部では行政区の自主性を尊重したまちづく
りを通じて、人口減少化における宅地農地の適
切な土地利用の方向性を探っていく。

年度末にかけて、空地利用の縁台や植栽づくり
などのワークショップを通じて実際にまちに関
わることができないか模索中。

沢山の発見、動きがあった１年。「地元内での
土地建物の流通ルート」「住民同士が将来を話
し合う場の必要性」など、得た知見を深め、様々
な立場や事業のプラットホームとなる UDC の
設立に向け、公民学での連携準備を進めてゆく。

● 2/23 まちなか菜園 PJ のキックオフ
災害公営住宅に住む住民同士のつながりの場作
りを目指し、敷地内で菜園を作るためのワーク
ショップを住民と開催した。

● 12/22 行政区長会での報告
デザインセンターのこれまでの活動を、行政区
長会議にて報告する。

● 10/16 まちなか菜園第 2 弾始動
まちなかの空地に、脚付きプランターを利用し
て菜園を作るまちなか菜園第 2 弾を始め、担
い手を住民から募った。

● 8/5 ひまわり迷路イベント
耕作放棄地を利用して住民がひまわりの種を植
え、センターが迷路を設計、作成を支援した。
県内中から多くの人が訪れた。

● 8/4 市長報告
南相馬市長に復興デザインセンターの活動報告
を行った。

● 7/23 まちなか菜園収穫祭
2 月に始まったまちなか菜園の収穫祭を災害公
営住宅の住民と行い、収穫した野菜を使ってカ
レーを作った。

● 5/21 浦尻未来検討会開催
浦尻行政区の今後についての検討会を行政区と
協力し、12 月までに計 6 回開催。農地や宅地
の管理について考えていった。

● 5/11 年度初ミーティング

● 11/11 浦安市主催「第 1 回防災まちづくり
勉強会」総合ガイダンスにて、東大チームの成
果を発表

● 9/21 空き家概況調査

● 8/2 浦安市＋マヌ都市建築研究所 プロジェ
クトミーティング

● 6/23 冊子「よみとき浦安元町 Vol.1」完成、
市長への贈呈式

● 2/19 2017 年初訪問、3,5 月のイベントの
打ち合わせ。

● 11 月下旬 ワークショップのまとめ

● 10/9 夏季調査の中間報告＋ワークショップ
「住まいの将来相談会」は、住民の方々と直接
議論する新しい切り口の試みとなった。―「将
来は考えていたが、それを他の人（住民同士、
学生、行政）と共有する場はなかった」

● 8/2 企業調査プレ打ち合わせ。三国と近く
の工業地帯とを結ぶ、ゆとりある職住近接構想。

● 7/31-8/11 夏季調査「建物歴史ヒアリング
調査」。住民のべ 50 人弱、ヒアリング時間約
60 時間に及ぶ大調査で、移住、移転等、建物
と家族にまつわる詳細な情報を得た。

● 5/20 三国祭社会実験「貸し座敷ファンディ
ング」の開催。所有者の方の協力を得て、山車
巡行路に面した家屋を一時利用し、宴会ともて
なしの場とした。

● 5/19,20 三国祭。日付は毎年変わらず、今
年は金・土に開催された。

● 3/30 2016 年度活動の集大成となるシンポ
ジウム「三國湊まちづくりフォーラム」を三国
會所と共同開催し、活動報告を行った。

9
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今年の一枚 ~Our Best Memories in 2017~ 今年度は、学部生から OB・OG の方まで幅広く募集しました。
何を見て、何を感じ、何を考えたのか。４つのテーマに分けて並べました。

研究、プロジェクト、演習、都市を対象とする私たちは
日々いろいろな世界に関わっている。そこで出会った風
景や人々との出会いは、研究室の中にいては決して得ら
れないものである。

▶現場からの学び（上野 : 8 月号）

環境について深く考えた 1 年だった。
内子の自然、手賀沼のランドスケープ、女川の復興、西
東京の農業と、様々な「環境」に思いを馳せたのが、田
舎育ちの割にそちらへの関心が薄かった自分の今年のハ
イライトである。

内子町 ( 愛媛県 )

Shimizu Hiroaki(UD/M1)
初めて訪れた５月。「こんな街何もないよねえ」と言う
地元の方に何か悲しくなった８月。「住んでみたらどう
だ」と言われすごく悔しかった１０月。たった半年でこ
んなに熱くなれるなんて。この時は想像できなかった。
来年の自分はどうなっているのだろう。

坂井市三国（福井県）

Tajima Shinya (UD/M1)　

集落の片隅に置かれた小さな水場。水利に恵まれない村
だからこそ、人びとは限られた資源を分け合うべくこの
場所に集まってくる。その風景に心惹かれてしまったの
はきっと、山に抱かれた遠景の美しさのみに依るもので
はないと思うのです。

Bulu Village in Lalitpur District(Nepal)

Nagato Wataru (TD/M1)
卒業研究の対象地です。初めて自分で場所を選び、場所
と向き合うという経験をしています。正直いろいろこん
がらがってきているのですが、先生や先輩方からのあり
がたい応援を受けつつ頑張っていきます。

代々木 4 丁目（渋谷区）

Maeyama Rinko (UD/B4)
かれこれ 7 年以上のお付き合い。違和感と親しみと不
思議な縁を感じる場所。視点場なのか、単なる行き止ま
りか。課題意識を形にしたインターベンション（改修）が、
来年竣工に向けついに施工準備入り。仕事に研究に更に
深く関係していきたいです。

西新宿 2 丁目 中央通り東信号付近

Yuzawa Akiko (UD/D1)

冬のイタリアの調査へ。来てすぐに、雪の降る葡萄畑を
登った。初めて見た町は、観光ハガキか鳥瞰図のようだ
と思った。自転車のカウンターが 100km ほど回り、今
はこの写真の中に、行き交う車や人、通りの１つ１つが
見える。

Valdobbiadene,Treviso,Veneto (Italy)

Matsuda Kishiko (UD/M2)
住宅地での調査中に犬に追いかけられ、逃げ込んだ先の
小さなお店。物珍しい日本人に「傘を持ってると危ない
のよ」と教えてくれたおばあちゃん。何気ないお店、何
気ない椅子ですが、地域を見守る根強い包容力のある空
間だなあ感じました。

バンコク郊外 ( タイ )

Ito Tomohiro (TD/M1)
マダガスカル首都のアンタナナリボです。ここは丘の上
から発展した街ですが、アフリカの他の多くの街と同様
に、近年急成長しています。人々が丘を降り、街が広が
る姿を想像して、計画をしています。

アンタナナリボ ( マダガスカル )

Fukunaga Tomoki (OB)
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三陸の津波被災地を扱った卒論を終えた翌日、初めて原
発被災地を訪れた。まちに人がいないその様子は衝撃的
で、このまちが目指す復興とは何なのか、そして都市と
は人がいてこそ成立するものであることを改めて考えさ
せられた。

浪江町中心市街地 ( 福島県 )

Niizuma Naoto (TD/M1)

浪江町がいつもより少しにぎやかになる、毎月第 2 週
の週末の「まるしぇの日」の様子です。大学最後の演習
として浪江町に向き合ったことで得た学びや抱いた思い
は、いつまでも自分の中に残り続けると思います。

浪江町 まち・なみ・まるしぇ（福島県）

Shinoda Emi (TD/B4)

まちの中心の、新町通り。卒業研究で災害復興をやろう
と被災地をめぐった中で、オムニバスでこの避難指示解
除直後の浪江町まちなかをじっくり議論したことが、自
分のひとつの想像力、思考の基となり、印象的な光景と
経験になりました。

Okuzawa Rieko (TD/B4)

福島県南相馬市の小高で、地域の方々と一緒にオープン
させたまちなか菜園の写真です。帰還されている住民の
方々や移住者の方、小高復興 DC のみなさん、都市デザ
イン研究室 OB の鈴木亮平さんらと一緒に汗をかきなが
らの作業は、とても楽しく、有意義な時間でした。

南相馬市小高区（福島県）

Kitahara Marina (TD/D1)
原発事故の避難指示が解除された集落で、集落の人たち
による未来検討会を、手探りで立ち上げようとしている
話し合いの場面。

南相馬市小高区浦尻（福島県）

Masumura Akinobu (TD/D2)

6 年間在籍したまちづくり大学院も 2017 年 9 月をもって修了
することができました。お世話になりありがとうございました。
この写真は、その修士論文「タイ・バンコクにおける国家・都
市の近代化実験空間に関する研究－ラーマ 6 世治世期（1910-
1925）を中心として－」の対象地の一つとなった、バンコクに
あるタイではじめての大衆公園「ルンピニー公園」です。これか
らも都市・空間・文化・国際といったテーマをむすびつけつつ、
研究を続けていきますので、引き続き宜しくお願いいたします。

Genda Yuta (OB/ まち大 5 期 )

普段見慣れている風景でも、改めて見直してみるとそこ
には沢山の発見がある。「あたりまえ」のものとしてと
らえていると、その美しさにはなかなか気づくことがで
きないのかもしれない。

▶日常の一コマ ( 歓迎会 :10 月号 )

大学と中学生とのコラボレーション。日も傾き、そろそろ肌寒くなる頃合い。
中学生たちの帰宅風景に私自身が遭遇した、ただそれだけの出来事であるのに、
武蔵野の秋色を探して歩き回った一日で、最も印象深く思われた光景だった。
ふざけあい、じゃれあうかれらの姿と、それらを包み込む黄ばんだ雑木の天蓋
の下に、自らの同世代の思い出と、この辺りをよく散歩した日々とを懐古する。

東京西郊のとある大学

Matsumoto Haruna (UD/M1)
Street　live & lively street
神楽坂で大江戸めぐりの時に撮った写真です。道は歩行
者用道路になり、本当に込んていって賑やかでした。

神楽坂 ( 新宿区 )

Jiang Min (UD/D1)

バンコク ルンピニー公園（タイ） 浪
江
町
（
福
島
県
）

その年を象徴する1枚を添えて今年の振り返りを行う毎年の恒例企画
「今年の一枚」です。今年度は、学部生から OB・OG の方まで幅広
く募集しました。何を見て、何を感じ、何を考えたのか。あつまった
写真を４つのテーマに分けて並べ紹介しています。是非ご覧ください。
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5 年に 1 度の櫻木神社宮神輿。ようやく本郷に根を
はれた気がする。

Sammonji Masaya (UD/M2)

大学に入学してから、実に様々な都市を訪れてきました
が、今年最も印象に残っているのは、不思議と、国会図
書館からの帰り道に見た東京の風景でした。東京には知
らない景色がまだまだたくさんありそうです。

赤坂（港区）

Tanaka Yudai (UD/M2)
風景写真ではなく恐縮ですが、今年の一枚でこれを超え
るものはありませんでした。五月祭での渋谷 1/1000
模型の展示です。授業以外のほぼ全ての時間をかけて取
り組んだのですが、よく知るまちを見つめ直すきっかけ
となり、タイムマネジメントの重要性も再認識しました。

本郷・五月祭

Sengoku Takashi (UD/B4)　

久しぶりに訪れた新宿ゴールデン街。ちょっと不思議で
しゃれた街灯に感心した。
>> 突き当たりは花園神社。

新宿ゴールデン街

Tani Morihiro (OB/まち大 5期 )
These are Korean OB and OG. We want to show our situation 

in Korea and Japan. We deeply thank to Prof. Nishmura’s 

commitment on passionate education and inclusive social 

contribution. It will be the lantern to brighten our future Path.

(Ms. NAM/Ms. SONG/Miss CHEONG/Mr. YOON)

熊本県立大学

Cheong Ilji (OG)
2007 年に北沢さんが開催した研究会＝ UDSY で出会っ
たなぎなぎこと、山田渚さんがこの春から晴れて直属の
上司になりました！（驚）学生スタッフとして研究会を
引っ張っていた彼女に仕えることになるなんて、人生は
おもしろいです。

横浜市（神奈川県）

Katsura Yukio (OB)

中学・高校は部活。大学入学後は課題で、修士入学後は
大学が遠くなったからほとんど家にいなかった気がす
る。プロジェクトなどで他のまちのことを知るように
なって、ふと気づくと家の周りのことを全然知らない。

横浜市（神奈川県）

Koya Arisa (UD/M2)
先人が積み重ねてきたものの上に我々は立っている。
その跡に思いを馳せることも時には必要だ。
つぎへと引き継ぐものは何なのだろうか。

▶過去に想いを馳せ（上狛 : 8 月号）

ニューヨークのサンセットパークというウオーターフロ
ントの工業地帯の古い工場の中にいる服飾関連業者さ
ん。扉を開けた途端に 100 年ぐらい前にタイムスリッ
プしたかのような感覚を覚え、静かに興奮しました。

ニューヨーク（アメリカ）

Morokuma Benika (TD/D3)

本
郷
・
菊
坂
（
文
京
区
）
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「用水路と排水路を別にした。それが復興だったと思う。
克服したかと言われれば、わからない。でも克服の努力
は続いている。それを支えているのは、加害企業と我々
の緊張感ある信頼関係なんだ」。イタイイタイ病対策協
議会会長、高木勲寛氏の言葉。

富山市・旧婦中町（富山県）

Kubota Aya (TD)
長い時間の蓄積と忘れがたい歴史、様々な思いを持った
人々、多くの技術的課題。
歩道橋の上から眺める風景は、将来を思い描くことの重
みを強く感じさせてくれる。

長崎市（長崎県）

Shibata Ayaka (TD/OB)

今秋、義理の父親を連れて生家があったルーツを探る旅
をしました、８０年前の記憶を辿りながら、地元の人に
話を伺い、信濃川が見渡せるその場所に辿り着きました。
人の原風景の意味を実感した旅となりました。

小千谷市三仏生（新潟県）

Kobayashi Yohei (TD/D1)
日頃いる場所から離れること。それは旅行だけでなく、
仕事のついでということもあるかもしれない。
初めての場所には、まだ知らない世界が広がっている。

▶非日常の体験 ( 鞆の浦 : 9 月号 )

4 年越しの悲願が実り、池島に上陸。数奇な運命を辿っ
た廃都市の有様に、いろいろなことを考えさせられた。

Nakamura Shingo (UD/M2)

長崎市・池島

久しぶりに訪れました。当時のアーバンデザインの最先
端にチャレンジした団地で、 北澤先生もその当時、横浜
市役所のご担当として精魂を傾けられたと聞いていま
す。 緑も成長し、成熟した素敵な住宅地になっていま
した。

金沢シーサイドタウン ( 横浜市 )

Takahashi Masaki (OB)

ロンドンのファサード保存の様子です。元々の建物は
"Fruit and Wool Exchange building" で 1920 年代の
建築とのこと。日本ではなかなか見ることのできない光
景でした。左上が 2016 年の様子で、右下が完成予想
図です。

ロンドン（イギリス）

Nishikawa Ryo (UD/D3)
三重塔が有名な前山寺の参道。160m ほどの緩やかな
坂道がひたすらに伸びているのですが、そこは本当に何
もない空間。しかしそのことが、私たちに空間のもって
いる「時間」を感じさせ、自然と姿勢を正し、参道の終
着点にある三重塔へと意識が向きました。

Miyashita Takahiro (UD/M3)

上
田
市
前
山
寺
（
長
野
県
）

出張帰りに寄ったスタバです。スタバオープンの日でしたので、
寄ってみました。景観の厳しい中でどのようなスタバになって
いるのか、インテリアデザインはどうなのか、メニューは特別
なのかなど、ワクワクで言ったのですが、かなり安全側のデザ
インで若干がっかりしつつ、安心したりと複雑な想いでした。

Ejima Tomoyoshi (UD/D3)

産
寧
坂
（
京
都
府
）
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2月
マガジン 250 号到達

3月
3/23  (3 月号 vol.251 特集号 )

追いコン (M2/D3)
伸さん東京都市大学へ

4 月
模様替え (4 月号 vol.252)

4/19  (4 月号 vol.252)　
M1 歓迎会
4/20  (4-5 月 vol.252,253)

プロジェクト報告会

5月
5/30    B4 歓迎会

6月
6/16（6 月号 vol.254）

まちづくりコンペ国土交通大臣賞受賞

7月
7/28暑気払い

8月,9月
8/31-9/3 (9月号vol.257)

日本建築学会 in 広島 & 鞆訪問

10月
10/17 （10 月号 vol.258）

秋季入学者歓迎コンパ

12月
12/21  (1 月号 vol.261 予定 )

西村先生退官記念シンポ & 研究室忘年会

Calender of Urban Design Lab. in 2017

都市デザイン研究室 2017 年カレンダー

編 集 後 記

Archives - 12 月の web 記事

1 月 の 予 定
1/15  第 11 回研究室会議
1/17  大学院演習 最終発表
1/19  高島平ヘリテージミーティング ( 予定 )
1/22  上野まちあるき＆新年会
1/24  第 12 回研究室会議
1/29  修士論文発表

「
師
が
走
る
」
と
書
い
て
「
師
走
」
だ
が
、
今

年
の
師
走
は
走
る
ど
こ
ろ
か
急
坂
を
転
が
り
落

ち
る
よ
う
な
速
さ
で
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
諸
々
の
仕
事
に
襲
わ
れ
て
バ
タ
バ
タ
し
て

し
ま
い
先
輩
や
同
期
、
先
生
方
に
は
ご
心
配
を

お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
今
日
こ

う
し
て
忘
年
会
を
開
催
し
、
今
月
号
を
ひ
と
ま

ず
発
行
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
で
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
来
年
度
は
「
目
の
前
の
こ
と
を
丁

寧
に
」、
も
う
少
し
人
に
迷
惑
を
書
け
な
い
よ

う
な
生
活
を
送
り
た
い
。
な
あ
…
…
。（
但
馬
）

三国 PJ は年明けから新メンバーが合流します。今
は中島伸先生と共に夏期調査のまとめと 2 月頃実
施予定の調査計画立案を進め、今までの成果を次
に繋ぐための準備をしています。 ( 但馬 )

昨年研究室で国土交通大臣賞を受賞したまちづく
りコンペ（対象地：松戸）に今年も挑戦します。
先輩方に続かなければ、と重圧がかかっておりま
すが精一杯頑張ります！　　                    ( 清水 )

三国  新体制に向けて！

松戸  まちづくりコンペ始動！

Hey l isten,  - ちょっと聞いて！

Project Headlines -PJ 近況早わかり -
Web 記事もご覧ください。http:/ /ud.t .u-tokyo.ac.jp/ja/blog/▶

2017 年は中島伸先生が東京都市大学へ異動したり、西村先生の退官シンポジウムがあったりと研
究室として転換期だったように思います。またマガジン編集部としては大台の 250 号突破もあり
ました。笑いあり、涙ありの１年だった 2017 年の都市デザイン研究室を少し振り返ってみます。

20

100

1 10 30 40 50 60 70 80 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 25090

1 24 51 72 96 12
0

14
4

16
8

19
2

21
6

22
8

24
0

1000

2000

1000

2000

12000

14000

0

OBOG 記事
の文字数

vol.

※歴代編集長写真の過去マガジンより
( 二代目坂内さんのみ 2006 年春研究室集合写真 )

※編集方針は誌面原文ママ。( 大文字は編集で強調 )

助手時代の研究総括 80 分レクチャーをおこなった。研究室各プロジェクト、地方都市アーバンデザイン、米国ダウンタ

ウン研究の詳細が報告された。前列に並んだ M2 全員は、つづく加賀屋の追いコンで感激のスピーチをおこなった。 

 藤本ふみさん結婚パーティ 修士として社会人になった藤本ふみさんは、長い恋が実り、銀座ファーストファイブガ

ーデンで結婚パーティを開いた。夫君のほかはふみさん（和服）の友人、知人の祝宴で、研究室から３助手、Ｍ２、聴講生ら10 名近

くが出席して花束を贈った。後日のお礼メールに「藤本ふみ改め、永井ふみとして石塚計画事務所で新スタートしました」とあった。 

西村・北沢ほか近刊共著 岩波講座『都市の再生を考える』第7巻「公共空間としての都市」05年1月、西村幸夫 

(編集委員)「コモンズとしての都市」、北沢猛「空間美と都市デザイン」ほか。前者は都市空間の構成原理として居住、経済、統治

の三原理を挙げ、相克を超え居住原理から再出発をと強調し、後者は都市の空間構成原理の基本に市民生活を置いた立論。2900円。 

池田聖子博士課程ＯＧメールで旧安田邸見学「研究室のみなさまこんにちは。日本ナショナルトラストの池

田聖子です。こうやってみなさんにメールを出すのが、少し変な感じですが、宣伝です。4月9日（土）に当財団が取得し、修復工事

中の旧安田楠雄邸において見学会と講演会を行います。場所は千駄木です」。親切な手描き地図に心が動いた研究生酒井が参加した。 

ＯＢの活躍 研究生出身の寺田弘さん（会社社長）は、NP0 法人粋なまちづくり倶楽部理事長として「神楽坂連続路地シン

ポジウム」を開催、第5回の3月28日（月）は、呉善花拓殖大、杜国慶立教大両教授の講演と西村幸夫東大教授を交えての鼎談が圧

巻だった。美しい東京をつくる都民の会事務局長で「景観を語る夕べ」（3月12日、新宿文化センター）などでも活躍している。 

東京の定点観測研究会（東京カメラ） 饗庭都立大、中島東大助手らが立ち上げたこの研究会は、「30年撮影、

100 箇所」を目標にデジカメ設置場所を求めている。二度と戻らない瞬間瞬間の都市の姿の記憶と記録プロジェクトである。3月9 日

に早大理工学部で公開ワークショップを開催した。問い合わせは中島助手まで。 

編集後記 新歓コンパで、ハノイ旅行で生々しい古都水害地突破ルポを書いた黒瀬 M2 に、「爆発的に充実している研

究室に何かマガジンが創刊できないだろうか」と相談しました。直後に西村教授の「研究室のホームページをどしどし

活用してほしい」とのスピーチがありました。昨年の研究室忘年会での「時間は闘ってつくるもの」という同教授の檄

も念頭にあり、学年初めを逃すなとまず私がテスト版をつくり、研究室の賛同を経てここに『都市デザイン研マガジ

ン』が実現しました。先輩とのコミュニケーションも期待されます。研究室のホームページで連載されます。（酒井)
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受 け 継 が れ る べ き も の

http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/

東京大学
工学部都市工学科／
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編集長： 　今川高嶺 
編集委員：中島健太郎　高橋舜

中井雄太　黒本剛史　砂塚大河
富田晃史　王誠凱
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編集長　： 高梨 遼太朗
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都市デザイン研マガジン vol.216　2014.04.29

「時間がない」とは言わせない
Time is Something to be Made
より奥深く話を掘り下げていき、研究室内の横糸を入れていくこと新たな目標に掲げた今年度の都市デザイン研究室マガジンの第一弾としては窪田先生へ
のインタビューです。4 人の子育てと研究・仕事をどのように成立させているのかから、新しい研究室設立の思いまで、とことん聞いていきます！

マガジン新体制初回拡大号 !

　窪
田
先
生
の
寝
食

高
梨
：
窪
田
先
生
の
生
活
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
学
生
の

中
で
も
不
思
議
に
思
っ
て
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
、
い
く

つ
か
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
夜
遅
く
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
の

に
朝
一
番
に
学
校
で
見
か
け
ま
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
寝
て
い
る

の
で
す
か
？

窪
田
先
生
（
以
下
敬
称
略
）：
案
外
寝
て
ま
す
よ
。
寝
る
と
き

は
早
く
か
ら
寝
て
ま
す
し
、
す
き
を
つ
い
て
寝
て
ま
す
。
ま
、

皆
さ
ん
も
一
緒
で
し
ょ
ー
。

高
梨
：
後
は
ご
飯
を
よ
く
平
気
に
抜
か
し
て
い
る
の
を
見
か

け
る
ん
で
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？

窪
田
：
空
腹
感
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
は
特
技
か
も
。

午
前
と
午
後
の
仕
事
の
事
情
で
昼
食
を
い
た
だ
く
時
間
が
な

い
と
き
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
あ
ん
ま
り
気
に
な
ら
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
逆
に
、
飲
み
会
等
で
美
味
し
い
お
料
理
を
余
ら

せ
て
し
ま
う
の
は
忍
び
な
く
て
、
滅
茶
苦
茶
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

家
で
も
、
美
味
し
く
で
き
た
と
き
は
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん

食
べ
る
の
で
、
自
分
の
分
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
い
ま
い
ち

な
と
き
は
子
供
た
ち
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
の
で
す
が
（
全
て

が
態
度
に
出
て
し
ま
う
、
正
直
！
）
残
し
た
く
な
い
の
で
、

高
校
生
の
息
子
の
２
倍
食
べ
て
し
ま
う
と
き
も
。
考
え
て
み

れ
ば
、
こ
う
し
た
日
々
の
鍛
錬
の
成
果
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、

私
の
特
技
は
。

　ご
出
産
、
ご
妊
娠
に
つ
い
て

高
梨
：
後
は
聞
い
て
一
番
お
ど
ろ
い
た
の
が
、
４
人
目
お
子

さ
ん
を
生
ん
だ
前
日
・
翌
日
に
学
校
に
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
本
当
で
す
か
？

窪
田
：
前
日
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
翌
日
に
学
校

に
い
た
、
と
い
う
の
は
な
い
で
す
、
病
院
に
い
ま
し
た
。
早

く
退
院
し
た
い
の
で
す
が
、
と
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、

２
泊
３
日
は
し
て
く
だ
さ
い
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
妊
娠
と
か
出
産
に
つ
い
て
は
、
色
ん
な
話
が
巷
で

も
あ
り
ま
す
が
、
武
勇
伝
的
な
も
の
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

し
て
、
危
険
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ガ
ジ
ン
の
主
旨
で
は

な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
。

長
男
の
妊
娠
中
は
、
自
分
自
身
は
全
く
元
気
だ
っ
た
の
で
、

建
築
事
務
所
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
て
、周
り
に
は
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
も
多
く
て
、
そ
ん
な
中
で
泊
ま
っ
た
り
も
し
て

い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
の
は
絶
対
駄
目
で
す
。
小
さ
く
生
ま
れ
て
き
た
長

男
は
本
当
に
愛
お
し
く
、
次
か
ら
は
気
を
つ
け
ま
し
た
。
ま

た
最
初
の
子
育
て
が
留
学
中
と
重
な
っ
た
の
が
非
常
に
良
く

て
、
長
男
の
状
況
を
優
先
で
き
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
１
歳

に
な
る
ま
で
は
突
然
の
発
熱
や
止
ま
な
い
夜
泣
き
な
ど
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
ち
ゃ

ん
と
向
き
合
っ
た
方
が
良
い
で
す
。
最
初
の
子
の
場
合
は
特

に
、
妊
娠
か
ら
１
歳
ま
で
は
他
の
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
、
第

１
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

２
人
目
以
降
は
自
分
の
体
調
も
子
ど
も
の
こ
と
も
、
そ
れ
な

り
に
は
先
が
読
め
る
の
で
（
読
め
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
）
予
定
も
た
て
や
す
く
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
子
ど
も
に
よ
っ
て
大
き
く
事
情
は
異
な
る
の
で
、
無
理

は
禁
物
で
す
。
自
分
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
点
を
肝
に

銘
じ
ま
し
ょ
う
。
焦
っ
て
は
な
ら
な
い
、
仕
事
は
ま
た
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
色
ん
な
働
き
方
が
あ
り
ま
す
よ
。

高
梨
：
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
女
学
生
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
な
り
ま
す
ね
。

窪
田
：
男
の
人
も
分
か
っ
て
あ
げ
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
！

高
梨
：
す
い
ま
せ
ん
（
汗
）

　や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と

高
梨
：
話
を
変
え
ま
し
て
、
皆
が
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
や
っ
た
ら
も
っ
と
仕
事
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
が
、
や
り
た
い
こ
と
・
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
る
時
に
ど
う
す
る
な
ど
の
コ
ツ
は
あ
り

ま
す
か
？

窪
田
：
え
〜(

笑)

や
り
た
い
こ
と
が
し
ぼ
り
き
れ
な
い
っ

て
こ
と
で
す
よ
ね
？

大
学
で
運
動
会
に
入
る
と
き
に
先
輩
が
、
２
つ
ま
で
は
で
き

る
よ
、
と
お
っ
し
ゃ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
、
そ
の
後
も
そ

ん
な
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、
１
つ
し
か
で
き
な
い

と
い
う
想
い
で
す
。

大
体
の
こ
と
は
周
り
の
人
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
、

そ
の
方
々
と
の
連
携
や
一
体
感
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
１
人
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
っ
ぽ
ど
注
意
し
な

い
と
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
よ
ね
、
う
ち
の
研
究
室
は
皆

そ
ん
な
傾
向
に
あ
る
の
で
は
…
（
自
戒
を
こ
め
て
）
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

高
梨
：
仕
事
の
振
り
合
い
み
た
い
な
こ
と
で
す
か
？

窪
田
：
近
い
で
す
ね
。

　学
生
時
代

高
梨
：
そ
う
い
う
窪
田
先
生
は
学
部
生
・
院
生
時
代
は
ど
の

よ
う
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
か
？
反
省
は
あ
り
ま
す

か
？

窪
田
：
学
部
生
時
代
は
、
２
つ
の
こ
と
ま
で
は
で
き
る
、
と

い
う
信
念
の
も
と
、
テ
ニ
ス
と
も
う
１
つ
（
ご
想
像
に
お
ま

か
せ
し
ま
す
）
を
や
っ
て
ま
し
た
。

院
生
時
代
は
、
研
究
室
中
心
の
生
活
で
し
た
。
同
期
が
楽
し

い
仲
間
だ
っ
た
の
で
一
緒
に
あ
ち
こ
ち
見
に
行
っ
た
り
、
自

分
の
担
当PJ

だ
っ
た
佐
渡
島
相
川
に
長
逗
留
し
た
り
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
のW

S

に
参
加
し
た
り
、
イ
ア
エ
ス
テ
で
サ

ン
パ
ウ
ロ
を
拠
点
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
２
ヶ
月
旅
し
た
り
。
４
年

の
後
期
か
ら
研
究
室
に
入
り
浸
っ
て
、
世
界
中
か
ら
の
先
輩

方
と
話
し
が
で
き
た
こ
と
は
今
で
も
財
産
で
す
。
し
か
し
振

り
返
る
と
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
た
な
と
も
思
い
ま
す
。

査
読
論
文
を
書
こ
う
な
ん
て
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
思
わ
な
か
っ

た
し
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
し
た
ね
。

現
役
の
皆
さ
ん
に
は
、
２
年
間
の
大
ら
か
で
大
き
な
構
想
と
、

半
年
位
の
明
確
な
到
達
目
標
を
両
方
立
て
て
も
ら
う
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

高
梨
：
話
を
お
聞
き
し
て
い
る
と
窪
田
先
生
は
昔
か
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
で
通
底
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
が
あ
り
そ
う

な
気
が
し
ま
す
。
ど
う
で
す
か
？

窪
田
：
ど
ん
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
動
い
て
い
る
の
か
は
自

分
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
公
害
問
題
の
不
条
理
さ
は

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
て
、
高
校
生
の
こ
ろ
に
都
市
工
学
と

い
う
分
野
を
知
り
ま
し
た
。
技
術
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
（
か
な
り
優
等
生
で
自
分
で
も
驚

き
ま
す
が
）、
そ
こ
か
ら
は
迷
い
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
環
境
工
学
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
計
画
的
も
し
く
は

デ
ザ
イ
ン
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
魅
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今

に
至
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、
有
り

難
い
場
所
に
居
る
と
い
う
実
感
を
自
覚
で
き
る
点
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
准
教
授
と

い
う
職
位
は
お
そ
ら
く
最
高
に
心
地
良
い
で
す
。
西
村
先
生

や
そ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
が
心
血
を
注
い
で

築
い
て
き
た
研
究
室
で
す
。
こ
こ
に
い
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
る
も
の
が
沸
か
な
い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

後
は
２
人
目
の
子
供
を
産
ん
で
博
士
論
文
を
書
い
て
い
た
と

き
に
専
業
主
婦
の
よ
う
に
家
に
長
い
間
い
る
の
は
合
わ
な
い

か
も
と
実
感
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

高
梨
：
そ
れ
は
す
ご
く
共
感
で
き
ま
す
、
僕
も
浪
人
時
代
暇

だ
っ
た
の
が
合
わ
な
い
気
が
し
て
大
学
か
ら
忙
し
く
し
て
ま

し
た
。　研

究
室
の
新
設
に
つ
い
て

高
梨
：
さ
て
、
そ
う
い
う
中
で
新
し
い
研
究
室
を
立
ち
上
げ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と

が
し
た
く
て
立
ち
上
げ
る
の
で
す
か
？

窪
田
：
な
ぜ
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
」
か
ら
出
る
の
か
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
明
確
に
整
理
し
て
説
明
で
き
る
よ

う
な
こ
と
で
も
な
い
の
で
す
が
、
社
会
連
携
講
座
「
復
興
デ

ザ
イ
ン
研
究
体
」
の
設
立
の
流
れ
に
の
っ
て
、
と
い
う
の
は
、

消
極
的
で
す
が
も
ち
ろ
ん
非
常
に
重
大
な
理
由
で
す
。
積
極

的
に
は
、
小
さ
な
研
究
室
な
ら
で
は
の
敏
捷
性
や
交
流
密
度

の
高
さ
を
実
現
し
つ
つ
、
突
発
性
／
進
行
性
リ
ス
ク
を
根
底

に
据
え
た
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

（
こ
こ
ら
が
、Laboraotry

で
は
な
く
、Studies Unit

と

い
う
言
葉
を
使
う
背
景
で
す
）。

高
梨
：
新
し
い
研
究
室
の
名
前
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う

名
前
は
ど
う
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
か
？

窪
田
：「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
名
前
に
至
っ
た
経
緯
で

す
が
、
人
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様

な
ス
ケ
ー
ル
を
扱
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
近
所
さ
ん
と
か

neighborhood

と
い
う
比
較
的
狭
い
地
区
の
単
位
も
重
要

で
す
し
、
た
と
え
ば
食
糧
生
産
地
と
消
費
地
と
い
う
関
係
を

包
含
す
る
広
域
圏
の
あ
り
方
も
人
の
暮
ら
し
に
影
響
し
て
き

ま
す
。
そ
う
し
た
単
位
に
は
主
体
も
必
要
で
す
。

ま
た
様
々
な
要
素
が
複
雑
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
、

状
況
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
関
係
性
を
解
き
明

か
す
こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
て
い
る
関
係
性
が
あ
ち
こ
ち

で
切
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、

環
境
の
質
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
現
代
の
非
常
に
深
刻

な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
復
興
デ
ザ
イ
ン
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
し
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
は
復
興
デ
ザ
イ
ン

な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
人
の
暮
ら
し
の
舞
台
と
し
て
の
「
地
域
」

を
総
合
的
に
捉
え
る
べ
く
、
日
本
語
の
「
地
域
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
悩
ま
ず
に
決
め
ま
し
た
。
英

語
に
す
る
と
き
に
は
若
干
悩
み
ま
し
た
。
直
訳
と
し
て
は
、

Com
m

unity Design

やRegional Design

と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
は
上
記
の
よ
う
な
こ
と
が

包
含
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
あ
れ
こ
れ
考
え
た
あ
げ
く
、
当

初

は
、Designed Territory in Relations Studies 

Unit

と
い
う
や
た
ら
と
長
い
名
前
を
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、Chris

に
「
絶
対
短
い
方
が
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
て
（Thanks!

）、Territorial Design 
Studies Unit

と
な
り
ま
し
た
。

高
梨
：
最
後
に
、
先
生
に
と
っ
て
の
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
っ

て
な
ん
で
す
か
？

窪
田
：
私
が
学
生
時
代
は
「
都
市
設
計
研
究
室
」
と
い
う
名

前
で
し
た
が
、
そ
の
後
、「
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
」
に
な
っ

て
、
最
近
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
に
「
デ
ザ
研
」
と
い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
、
実
を
言
う
と
、
当
初
は
違
和
感

が
あ
り
ま
し
た
。
語
感
が
い
ま
い
ち
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
？
し

か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
や
は
り
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
概
念
の
源

に
、「
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
」
が
あ
る
の
だ
な
ー
と
い
う
意

味
で
、
今
で
は
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

そ
う
い
う
源
泉
か
ら
湧
き
出
し
た
水
脈
と
し
て
「
地
域
デ
ザ

イ
ン
研
究
室
」
が
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
な

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梨
：「
ち
い
デ
ザ
」
と
か
呼
ば
れ
る
ん
で
す
か
ね
？

窪
田
：
か
わ
い
く
な
い
で
す
よ
ね
（
笑
）

高
梨
：
今
日
は
お
忙
し
い
中
お
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー窪田先生の生活と仕事に迫るインタビュー－
- An Interview of Prof. Kubota's Life and Work-

取材・編集：高梨

▲笑顔の絶えないインタビューでした

▲いつでもエネルギーにあふれている窪田先生
6:30 起床組と 7:30 起床組がい
て、どちらかと一緒に起きる。8:00
に最後の小学生を送り出す前にで
きるだけ家事を済ませたい。

日中は審議会や委員会などが多い。
担当の人が頑張っているとついつ
い応えてしまう。読まなければい
けないものをちゃんと読みたい。

普段 18:00 までに帰ることが目
標。子供との話はしばし盛り上
がる。最近は「集団がどこまで
大きくなれるか」という論点。

▼窪田先生の一日
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建築 × 都市 × 地域デザイン事務所　TIT & Associates 始動によせて
The Interview on Architecture / Urban Design / Teritorial Design Unit, TIT & Associates

＞まず、卒業してからの経歴を教えてください。
富沢：学部で卒業して、アトリエ事務所に入りました。
ユニット構造を住民皆で組み立てる計画の町役場や、美
術館の担当をしました。30 歳で辞めて、住宅や幼稚園
など、民間の仕事のやり方を覚えました。
田中：アトリエ事務所で、本社建替えのマスタープラン、
住宅、小中学校等の設計をしました。その後辞めて事務
所を作ったと同時に、北沢先生から田村の PJ に呼ばれ
て。すぐに福島に移住して、自分の事務所も UDCT も
やりつつ、4 年間田村に張り付いて仕事しました。
池田：ハードな部分でまちづくりに関わりたくて、都市・
建築の設計事務所で 8 年間働きました。まちづくりの
計画や広場や公園の設計とか。その後もっと地元に密着
したくて、街づくりセンターで、商店街や町会との話し
合い、イベントなどを一緒にやりました。
＞現在、TIT ではどんな業務がありますか？
田中：現在は、3 人それぞれの仕事を持ちよって、共同
で作業している段階ですが、都路は 3 人で取り組んだ
仕事です。福島第一原発に近い田村市都路町の古道集落
で、避難者が戻ってこられる都路のあり方を議論して住
生活基本構想としてまとめました。これに沿って、公営
住宅の設計を 3 人で一緒に。今年 6 月に竣工しました。
黒本：３人の事務所になって、以前との変化は？
富沢：やりやすい。微妙なことで悩んで行き詰まる時に
聞けるから、スムーズに答えにたどり着ける。
田中：後からだと手戻りになるところが早めに分かって、
リスクを減らせる。忙しい時は集まってくれて、その分
回せる仕事量が増えますね。
＞学生時代のどんな経験が今に生きていますか。
池田：PJ で、地元の人とか研究室メンバーと話して考
えるのが大切かな。
田中：現場で自分の目で見て、地元と会話するのをデザ
研は一番大事にしますけど、それを一歩引いてトータル
に考えるのも、一方で非常に大事だと思うんですよ。
黒本：北沢先生特集でもそれを聞きました。PJ は何を？
池田：鞆の浦と大野村と神楽坂と・・　（一同騒然）
田中：当時は、研究室同期の５人全員が全部の PJ をや
りました。コンペも毎月のように。時間があったからね。
池田：研究室には毎日行って顔を合わせていたので、な

んかコンペやるか！とか。
松田：PJ の体験で修論の方向に影響はありましたか？
池田：PJ の中で問題意識が出来てきて、深みが出て、
実際に役立つ研究に発展していくんじゃないかな。
田中：PJ をちょっと引いて見て、どういうことか自分
で考える研究的な視点が大事と思います。僕も当時は考
える余裕がなくて、必死だったので、反省ですが ( 笑 )。
＞その学生の頃すでに、独立を意識してたんですか？
富沢：私はそうですね。なんか楽しそう、自由そうじゃ
ないですか。（一同笑）会社に勤めるって実感がなかった。
田中：私も独立。修士出てアトリエか組織系か悩んでい
て、で北沢先生に相談したら、アトリエ行きなさいと言
われた。その場で先生から電話して、まず会ってこい、と。
池田：僕も独立は考えてたかな。研究室でやっていたよ
うな、地道なまちづくりをしているのは、小さな事務所
とかコンサルだと思った。
＞独立してからの、やりがいや苦労は何でしょう？
富沢：やりがいと苦労は７：３くらい。やりがいはやっ
ぱり、PJ 全体を見通せる。じゃないと面白くないじゃ
ないですか。その分責任を背負って、失敗は全部自分に
返ってくるのが苦労だね。自分の成果を自分の名前で出
せるのが面白いし、次にもっと上の仕事が降ってきて、
できることが増えていく。それをやりがいにしてます。
池田：学生のときに研究室で純粋に考えていたところを、
今も続けられるのは良いのかなと。
田中：自分で決めて責任とるってことが、いちばん楽し
いから、やりがいありますよね。それにつきますね。苦
労はそんなにないと思います。楽しいっすよ。ほんとに。
＞建築をやる上で、都市を勉強していた強みは？
富沢：建築も都市の文脈を考えるけど、見方が別かな。
田中：初めの発想から、敷地にとどまらない大きな所か
ら考えるべき問題もあるかなと思います。
富沢：アトリエ系は全然違う世界で、逆に得たものも大
きい。建築のスタディでは、選択肢を 100 出して一番
を選択してく考え方。都市工は大きな話はうまいけども、
実際どう作るかまで細かく考えられた方が良いかな。
池田：都市は、建築のような与条件がそもそもなくて、
事業をおこすところを考えますよね。
富沢：あと建築は、レベルが高い人が使うイメージで考

えちゃう。ここで対話が起こって楽しい空間になる、と。
でも都市は、色んな人向けに優しいものを作る。
池田：逆に都市は、そこを見すぎてジャンプしづらい。
これ良い！と思っても、でも目の前で話をしている高齢
者の方はそんな使い方はしないだろうな、と。
田中：まあ都市デザインも一方で、新しいことをして次
の時代に進んでいく方向性もあると思いますね。
＞都市デザインに、建築の知識は必要だと思いますか？
富沢：なるべく設計を、具体的に考えてやり切った方が
いい。都市は、ここは大体こんな感じで、で終わるじゃ
ないすか。経験上、そこを文書や図面で、ここは何ミリ
なのかをリアルに数値化する訓練をした方がいい。
田中：建築でなくても、何か得意分野を持つといいと思
います。建築だと構造、意匠とか、建築以外でも経済や
政治とか色々あって、何か持ってると生かせる。都市デ
ザインに携わるのであれば、軸があるほうが良い。
黒本：都市工の池田さんの場合、得意分野は何ですか？
池田：なんですかね。事業や人をどう動かすか、仕組み
をどう作っていくかをまず考えます。
＞今後この事務所でやっていきたい仕事は？
富沢：そうね。何したいかな、３人で。課題を真正面か
ら受け止めて解くことかな。壊して建てるんじゃなくて、
まちの資源をどう読み解いて活かして良くしていくか。
田中：都市の中で、もう一歩考えれば良くなる所を変え
たい。事業者の考え通りに作るんじゃなく、原点に戻っ
てとか、一歩進んだところを提案・実現したいです。経
済活動の中で進む開発にも、デザ研でやったような、住
民の立場や違う分野の考えを取り込んでいきたいです。
＞最後に、読者の学生へメッセージをお願いします。
池田：色んな立場の人と議論してできたつながりって、
今すごく大切。PJ とかの貴重な機会をぜひ頑張って。
田中：自分が大事に思うことをずっと持ち続けて、信じ
てほしいなと思います。皆がそうできると都市はよく
なっていくと思います。自身が楽しいと思うことを。
富沢：アトリエ事務所で、悩んで本当に辛いときに、「何
言ってんだ、もっと楽しめよ！」とポカっと怒られて。
今考えると、もっと楽しむ努力をしろよ、だったんです
ね。真面目に考えて取り組むのが楽しむことだし、そう
して初めて良いものができる。■

北沢先生に言われたのは、

「20代のときにめいっぱい

苦労しろ」と。

◀TITとして初の作品、
都路の公営住宅。出口
敦教授監修のもと、建
設地選定から住民と話
し合い、高齢者が中心
部で暮らしやすい、12
戸の住宅と集会所。

▶︎ 2014 年、3 名で応
募した十日町市民活動
センターのプロポ案。
都市へ展開する参加型
リノベユニットで最終
6 選へ。TIT 結成の基
礎に。

Hiroo Tanaka Koichi Ikeda Shinjiro Tomizawa

独立という生き様から、都市
デザインの専門性・職能に至
るまで、多くを学ばせて頂き
ました。TIT の皆様、有難う
ございました！　（聞き手：
M2 黒本、M1 田中、M1 松田）

アルバイト募集！
都市デザイン事務所で働いてみません
か？TIT ではアルバイトを募集中です。

業務内容：集合住宅、駅前開発、公営
住宅などの建築設計・都市デザイン

条件待遇等：応相談
希望者は、TIT または

都市デザイン研マガジン編集部へ！
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2010-     富沢真二郎設計事務所設立

2016 年 4 月、都市デザイン研究室 OB を含む 3 名が共同で、建築・都市・地域デザイン事務所「TIT & Associates」を設立しました。
独立とはどのような道なのか。その醍醐味、苦労とは。今月号では事務所へのインタビューを通じ、「都市デザインを実践する」生き方を探ります。
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銀杏散って就活の時季、出るか進むか

text  ph oto _shiozawa

年の瀬を迎えて相変わらずプロジェクト三昧な生活を送りつつも、「就職活動」「進路」という文字が頭にちらつく今日のこの
頃。巷ではスーツ姿に身を包み、手帳を片手にさっそうと行き過ぎるシュウカツ生が目につき始めています。もちろん我が研究室でも
ちらほらとスーツ姿を見かけるようになっており、それぞれに将来への進路を考えるとき。そこで、卒業後、就職し社会で活躍してい
らっしゃるOBOG の方と、進学して博士課程を送っていらっしゃる先輩に、それぞれの近況報告、兼、経験をふまえたアドバイスを
頂きました。

　私自身、一度は就職を決
断したものの、紆余曲折を
経て今日に至るので、参考
になるか分かりません
笑）。　
　実際、就職すると、大学
で学び、考えてきた世界と
は、多かれ少なかれ乖離が
あるので、悩むのはやむを
得ません。ただ言えること
は、最終的な自分の選択
に、自信を持つことだと思
います。どこへ進んだとし
ても、無駄な経験は一つも
ないはずなので。あとは自
分の意志と、本当の意味で
の「縁」です。そう信じれ
ば、素敵な未来が、切り開
けるはず。（と、自分にも
言い聞かせている、今日こ
の頃です…。）

　私は、修士研究の対象だっ
た条例に仕事で関わっていた
コンサルタント に就職しまし
た。他社にも話を聞きに行き
ましたが、「私もこんな仕事 
がしたい」「この人たちと一
緒に仕事がしたい」という気
持ちから最後 は一社にしぼ
り、北沢先生の応援を受けな
がら面接後も札幌の本社に押 
しかけプレゼンをしに行きま
した。それが採用の決め手に
なった訳では なかったようで
すが、昨年度は晴れて「夜・
休日こそ市民の方のまちづ く
りのお手伝い本番！」という
仕事をしていました。
　現在は職場の理解 もあっ
て、楽しく育児休業中です。

M 1のひとりごと　その１

学部時代に就活してから
道を選
だ動

M 1のひとりごと　その２

合同説明会に足を運んでみま
した。それぞれの企業というよ
りはその人の印象がすごく残っ
ています。人、ありき。かな。

M 1のひとりごと　その３

　都市とか、関係なくてもいろ
いろな企業を見てみると、それ
ぞれの魅力があっておもしろい
なあ

　現在の職場は基本的に仕事は
自分の責任でというスタンスな
ので、比較的には自由な時間の
使い方が可能ですが、やはり忙
しいときは忙しいです。都市計
画や都市デザインというのは、
正解がありませんし、コンサル
タントにいてもやはり何かよく
わからない。働いてみて、コン
サルの限界も感じてきていま
す。ですが、基本的なスタンス
（楽しく、暮らしやすいまちを
つくりたい！）は学生の頃と変
わっていません。
　それと、これは私の考えです
が、みんなそれぞれ自分の（仕
事ぬきでの）「フィールド」を
持つことが大事だと思います。
多分、就職をすると、業界の立
場からくる限界を感じることが
あると思いますが、それぞれが
フィールドを持って、仕事とい
う範疇にとらわれず思いをぶつ
けていければ、 大げさかもしれ
ませんが、日本は変わるのかな
と。

　僕が就職活動を始めたの
は、1月の中旬くらいからで
す。プロジェクトの合間を
縫ってまずはポートフォリオ
を作成。コンぺや研究室のプ
ロジェクト等をまとめまし
た。その後設計事務所を中心
に何社か受けて今の事務所に
決定。僕の場合は設計を勉強
したい！という思いが強く、
かといって行きたい事務所が
特にあったわけではなかった
ので設計の勉強が出来るかど
うかを優先しました。
 　さて、社会人生活ですが、
通常は朝9時から1時くらいま
ででしょうか。週６+１くらい
ですね。日曜日休めればラッ
キー。　いずれにしても自分
が何をやりたいのかによって
活動の時期も変わってくると
思うので、まずは対象を絞っ
てみると良いと思います。そ
れでは、がんばってくださ
い！

永井（旧姓・藤本）ふみさん
（2004年度 修了）

倉橋宏典さん
（2004年度 修了）

石塚計画デザイン事務所

都市環境研究所

 *  地域計画・都市計画
 * ＣＧによる景観シミュレーション
 * 広報紙・ホームページ等の企画編集 

主な業務内容

    *  広域計画・地域計画
    * 都市総合計画・都市基本計画
    * 土地利用計画
    * 地区整備計画・住環境整備計画
    * 都市再開発
    * 学園都市
    * 都市美・都市景観
    * アーバンデザイン 

主な業務内容

小林有吾さん
（2004年度 修了）

類設計室

 *  都市計画
 *  建築設計

（企画､意匠､構造､設備、
　プロデューサー、ディレクター）

主な業務内容

デザイン研博士課程
永瀬節治さん

（D1)

    *  新宿プロジェクト
    * 喜多方プロジェクト
    * 八尾プロジェクト

のひとりごと　そ

学部時代に就活してか
早、2年。もう次へ進む道を
ぶ時期が来たのか･･･。まだ
きだしていませんが。

のひとりごと　その２

合同説明会に足を運んでみま
た。それぞれの企業というよ
はその人の印象がすごく残っ
ます。人、ありき。かな。

のひとりごと　その３

都市とか、関係なくてもいろ
いろな企業を見てみると、それ
ぞれの魅力があっておもしろい
なあと思う。

先輩、OG/OBに聞く修士の、その後の軌跡

外資系の経営コンサルで働いていましたが、昨年春、生まれ故郷の岐阜にUターンしました。学生
時代はいろいろな地域のまちづくりに「風の人」として関わりましたが、外からアドバイスするより
も、地域に根差した「土の人」になりたいと考え、自分が情熱を注ぎ込める場所を探していました。
現場は、岐阜県と福井県の県境にある石徹白（いとしろ）。最寄りのスーパー・コンビニまで車で３
０分、１０００mの峠を越えなければならない最奥の集落です。戦後は１３００人いた人口も今で
は３００人を切り、小学生は１２人。このままでは消滅する可能性があります。この集落が続いてい
くために、ここで雇用を生むような仕事を創り出し、若い人が戻ってきたり、入ってきたりできるよ
うな仕掛けをつくっていきたいと考えています。
現在は、トヨタ自動車社会貢献プログラム「豊森なりわい塾」の事務局や、小水力発電の普及啓
発・研究を仕事にする一方、石徹白へ週３～４日通い、石徹白の地域づくり活動・農業の見習いな
どをしながら、石徹白への移住準備をしています。

平野彰秀さんの活動の詳しい情報は以下のサイトを参照してください。
石徹白公式HP ： http://itoshiro.net/　　豊森なりわい塾：  http://toyomori.org/

８月２３日、佐原中央公民館にて、１１月に開催される『全国町並みゼミ』に向けての関東ブロック
でのプレゼミを行いました。佐原、川越、台東区谷中、成田、栃木、茨城県桜沢市真壁町、桐生の７
つの団体によって、これまでの町並み保存の努力、観光に対する意識等の発表や議論が交わされ
ました。特に、回遊性については、各地域、それぞれに意見が交わされ、私たちとしても今後の佐原
の回遊性について深く考えさせられました。パネリストとして参加したD1ナッタポンは、佐原の『回
遊性』について、これまでの私たちの現場での実験を例に、時代の流れと佐原のまちの空間の構成
をわかりやすく解き、聴衆の心をつかんでいました。なにより、コーディネーターを務めた窪田先生
の最後の言葉、『回遊性。それは人生を豊かに生きること。回らなくてもよいところを回遊すること、
いろいろなものにぶつかること、こうして人生が豊かになる』…胸に響きました。

8月24日において、8月3日に引き続き、早稲田大学法務研究科日置研究室の方 と々神楽坂プロジェクトメ
ンバーで共同勉強会が行われた。内容は景観保全のためのルールと運用に関して、事前協議と事後協議の
あり方について議論をするというもので、2チーム（住宅班と商業班）に分かれて議題を出しあって、議論をす
るというものだった。
この勉強会において私の関心事は景観の背後にある地域住民の生活に関して、いかなる法的な根拠が与え
られるかという事だった。今後このテーマはますます重要性を増してくるだろうと思われるが、ではどうすれ
ばよいのかという話になるとお互い話は平行線のまま、、、。
しかし、お互いに厳しいスケジュール環境の中で、なかなか集まる事は出来なかったが、数少ないミーティン
グは実り多いものとなりました。これからも引き続き景観に関するアドバイスをいただきたいです。

都市デザイン研究室　情報欄
おし

全国各地で活躍されているOB・OGの方に、自らのお仕事・活動を紹介していただく新コーナーが始まりました。「都市」を学んだ経験をもとに、
様々な分野で活躍されている先輩方の活動を取り上げたいと思います。多くの卒業生を輩出している都市デザイン研究室だからできるこのコーナ
ー、目指すは４７都道府県制覇！　記念すべき第１回は岐阜県でご活躍中の平野彰秀さん（平成11年卒）です。

New series starts!  We pick up our 
Old Boy and Old Girl working in 
various field all around Japan.

Collaboration with Waseda team continues. The theme is the rule for preserving the town landscape.

“Zenkoku-Machinami Seminar” will be held in November, in Sawara and Narita.We 
now prepare for it like this pre-seminar. らせ

8月26-28日　建築学会
8月31日　　 浅草PJイベント

　「晴れのちシャボン玉＠こくさい通り」
9月2-6日 高山現地調査
9月7日　　　第１回アーバンデザインセンター会議＠柏
9月11日 渡辺定夫先生の喜寿を祝う会

18:30～　＠学士会館
9月12-13日 ヨルトモ

編集後記

8月-９月の予

新コーナーのこれからが楽しみです。僕が

卒業するまでには全国制覇は厳しそうです

が、後輩にはぜひとも達成して欲しいと思

います。今年の夏は、佐原にどっぷりつか
text_suzuki

新コーナー！！　日本全国OB・OGめぐり　　

神楽坂PJ　早稲田チームとの共同研究　　

佐原『全国町並みゼミ』プレ大会　　

▲初夏の石徹白の全景

第１回　平野彰秀さん（岐阜県）　　

text_suzuki

text_sakuraba
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研究生　高橋邦昭

▲白熱した議論が続く

▲コーディネーターの窪田先生とパネリストのナッタポン ▲回遊性について語る窪田先生

東京大学都市デザイン（西村・北沢・窪田）研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 
http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

編集長　： 阿部 正隆
編集委員： 櫻庭 敬子　芝尾 茉利子　鈴木 亮平　前川 綾音 
　　　　　村本 健造　安川 千歌子　山下 航司Urban Design Lab. Magazine 都市デザイン研マガジン vol.121　2010.04.25

続：春の到来、新たな風
Spring has come! Welcome to our lab.

120 号に引き続き、今号は本郷キャンパス都市デザイン研究室とともにプロジェクトに取り組む柏キャンパ
ス空間計画研究室の新 M1 を紹介します。５名が加わり、今年も元気に始動！
The issue continues to the 120st issue, and introduces the new 5 students who are belonging to Spatial 
Planning & Design Lab. in Kashiwa Campus that goes at the project with Urban Design Lab. 

–New students in Kashiwa–
ー柏キャンパス新 M1 の紹介ー

text_sakuraba

①岐阜県美濃加茂市／神戸大学工学部建築学科
②体を動かすこと・鮨がにぎれる
③飛騨高山：親戚が住んでおり、昔はよく行った。
　シエナ：大学の授業で調べて、よかった。
④不言実行
⑤修士に進むにあたり、本当に自分がやりたい事は何か考
えた。
⑥心をオープンにして、何事にも積極的に挑戦したい。

①千葉県浦安市／日本大学理工学部建築学科
②水泳、筋トレ、日本泳法、舩の操縦、作詞作曲、
ニコニコ動画
③好きな場所ーアーバンドックららぽーと豊洲 : 綺麗な夕
日が見られる貴重な場所だから
行ってみたいまちーサンマリノ：侵略から身を守ってきた
小国の伝統と誇りを感じたいから
④上の上には上がいる
⑤画一的でない伝統と個性を重視したまちづくりと、第３
の場としての新しい地域コミュニティの可能性への関心。
⑥本気です。ここで出会える多くの人達と切磋琢磨しなが
ら自分の士気を高めていきたいです。それと同時にくだら
ないことでも語り合える友人関係も築いていきたいです。

①長崎県／東京大学工学部社会基盤学科
②剣道初段
③好きな場所ー銀山温泉：この春、雪景色で美しいときに
研究室メンバーと旅行。思い出たくさんの場所。
行ってみたい場所ー京都：寺社にも少し興味があって、絶
対いくべき場所なのに縁がなくてまだいけてないから。
④やるときはやる。Let it  be
⑤表向きは、新しい場所で研究室に留まらず、積極的にま
ちにはいりこんだプロジェクトに参加したかったから。ま
た、環境問題に興味があるから。
⑥仲間をたくさんつくる！積極的に動く。

①出身地／出身校　②趣味・特技　③好きなまち・場所、
行ってみたいまちとその理由　④座右の銘・モットー
⑤空間計画研究室に来た動機　⑥大学院生活への意気込み

①京都府／福井大学工学部建築建設工学科
②サッカー観戦、買い物
③好きなまちー京都、横浜、金沢／行ってみたいまちーイ
ンド、フィリピン、ラオス（先進国とは違う良さがありそう）
④何事も冷静に淡々と
⑤先輩からの情報、UDC シリーズなど大学院で自分のや
りたいことができそうな研究室だったから
⑥様々な活動に参加し、人との出会いや、そこから得られ
たものを大切にしていきたい。

①横浜 / 横浜国立大学工学部建設学科
②建築散歩、旅行
③システルニノ、オストゥニ（イタリア）：卒制中に本で
見てすごく惹かれました
④強くしなやかに
⑤北沢先生の講演会
⑥積極的に色々なことにチャレンジしたいです！

▲都市デザイン研究室（本郷）・空間計画研究室（柏）集合写真：4 月 13 日（火）、2010 年度第１回研究室会議において
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浅草 プロジェクト

櫻庭 敬子

５月の予定

5 月 14 日　2010 年度第２回研究室会議＠ 8 階会議室

４月も残りわずか。桜前線も秋田くらいまで北上し、私たちの心もそろそろ春キブンから脱皮
した頃でしょうか。個人的には、修士生活も半分が過ぎ、でもここで落ち着かず、花粉にも負
けず、今年もアクティブにせっせと手足を動かしていきたいなと思っています。

M2 熊谷 俊一
ASAKUSA-project

Nezu is filled with cats. There are cat cafes, cat-themed galleries and craft shops, 
and most importantly----many cats living between street blocks. Whenever I’m 
passing through these streets, I confront cats along the road, by the window or 
in the greenery. It might not be a random choice of living here for them. And as I 
have always believed, they might be even more sensible of living condition rather 
than human beings. In Nezu, cats find place to hide themselves well for a sound 
sleep, to chase or even fight with eachother, to carry a stretch under the sun and 
to shade themselves back to a corner to observe passers-by. 
These subtle requirements actually meet some of the criteria for a good street 
block established by Jane Jacobs: continuous, permeable, secured streets with 
rich spatial experiences.
But if you want to follow a cat in the street blocks in old Beijing in similar case, you 
might have to keep walking on the walls and roofs there. Such places in Beijing are 
built based on the unit of courtyards----ones that are well enclosed to leave only 
its doors and walls to passers-by. So I have to admit that it is always fascinating 
to walk around in a place like Nezu, to always get to experience small changes and 
always discover the new. 

　去る 4 月 17 日（日）、浅草プロジェクトの一環である木工教
室イベントが、地元奥浅草地区にて開催されました。東大浅草
PJ メンバーにて企画されたイベントであり、対象エリアに密集
する木材問屋の方々に、材木の調達や技術支援の面で協力してい
ただき、材木加工による棚やプランターの作成を楽しむイベント
となりました。当日は地元の住民・子供たちが中心に集まり、東
大からの 3 名の学生と共に、懐かしさと奥深さを感じる日曜大
工体験を通じて、地域の交流を育むことが出来ました。
　材木問屋というこの地域独特の存在を活かしたまちづくりを仕
掛けている東大メンバーにとって、まちづくりの一歩目を踏み出
した非常に意義深い一日でした。

▲真剣に作業に取り組む参加者の方々 ▲常夜燈を背景に PJ メンバー勢揃い ▲早速現地でポストイットトーク

▲浅草 PJ メンバーも
日曜大工に挑戦

▲根津の猫グッズ販売店の店先の三猿ならぬ三猫

▲北京の伝統商業地、四合院の様子

留学生コーナー第７弾！

春！プロジェクト始動！

An essay by international student vol.7

Spring is the season that projects start!

多国籍な都市デザイン研の特徴を生かし、長年住んで
いると気付かない日本の都市の姿を留学生の新鮮な
目で伝えます。今号は中国北京出身の李蕃さんです。

新メンバーを迎え、それぞれのプロジェクトも本
格的に動き出しました。先陣を切った東京は浅草、
そして広島は鞆より活動をお伝えします。

連載企画

プロジェクト報告

Cat's Street  -My Favourite Town in Tokyo, Nezu- M1 Li Fan

鞆 プロジェクト
D1 ウィチエンプラディト

・ポンサン
TOMO-project

　4 月 18 日から 20 日にかけて新生鞆プロジェクトチームが訪
鞆。今回の訪問・調査には今年度から参加する 5 名の新メンバー

（都市工学専攻：高見、西村、安川、山重；建築学専攻：内藤）
が参加し、地元でお世話になっていた方々に挨拶、昨年度までの
プロジェクト内容を踏まえたまち歩きをした後、2005 年度に一
度実施した空家調査の現況アップデート、伝建地区内の道路にお
ける交通量調査といった、これからの活動に必要な基礎的な調査
を行った。
　判決が出た昨年の秋から急激に観光客が増えているという地元
の方の話を目の当たりにした。茶屋蔵の有効活用、空家のセミナー
ハウス的転用実験と並んで、押し寄せてきた観光の波にどのよう
なまちづくりのあり方で応えていくのかが我々のチームにとって
大きな課題であることが感じられた。

2005 年の創刊から早いもので 12 年目を迎えるまでになりました。ついに 250 号です !　さて、今年度は誌面レイアウトや発行方法を大きく変更したのですが、そこに辿り

つくまでの流れを、歴代編集長が誌面で表明していた編集方針と誌面デザインから追いかけてみたいと思います。また、最近誌面の文字数や扱う内容が少し変化してきたので、

昔からの記事執筆視点の変化を追いかけるため、創刊号からある OB・OG 関連の記事に注目してみました。

初代
酒井　憲一
vol.1-23
(05.4.15-06.3.15)

二代目
坂内　良明
vol.24-50
(06.4.1-07.5.10)

三代目
塩澤　涼子
vol.51-71
(07.5.25-08.3.24)

四代目
蛎灰谷　愛
vol.72-95
(08.4.10-09.3.23)

五代目
菊地原徹郎
vol.96-119
(09.4.10-10.3.24)

六代目
阿部　正隆
vol.120-143
(10.4.13-11.3.24)

七代目
矢吹　剣一
vol.144-167
(11.4.10-12.3.22)

八代目
大森　文彦
vol.168-191
(12.4.10-13.3.10)

九代目
福士　薫
vol.192-215
(13.4.10-14.3.25)

十代目
高梨　遼太朗
vol.216-227
(14.4.29-15.3.31)

十一代目
今川　高嶺
vol.228-239
(15.4.30-16.3.31)

十二代目
黒本　剛史
vol.240-
(16.4.30-)

・読みやすい「3行記事」(約 150字 )
・ご寄稿歓迎。
・報道に適したシンプル編集。(vol.??)

1. 編集部自ら取材を行い、主張ある記事づくりを行う

2. 定期発行を死守する

3. 留学生に向けてタイトルと要旨の英語併記を行う

ことの 2 点に、より焦点が移って来ました。それらの表れが、
OBOG コーナーであり、留学生コラムです。(vol.120　阿部 )

研究室マガジン 250 号達成、おめでとう。そしてありがとうございます。
熱心な読者として編集部のメンバーがたすきを繋いでここまで来てくれ
たことに深く感謝します。2005 年 4 月創刊ですから、すでにまるまる
12 年になりますね。ずっと毎月２回発行できて、ここのところ月 1 回で、
大型特集あり、というスタイルで来ていますが、近年で印象深いのはやは
り特集で、なかでもかつてのプロジェクト都市を再訪する企画と北沢先生
の足跡を追う企画ですね。いずれも過去の遺産とその継承を検証するとい
う意味では似ています。かつての努力の痕跡がどのようなかたちでまちに
遺されているのかいないのか、ということに関して、現在の学生が振り返っ
て検証するという企画ですが、継承されたものは物理的なものだけではな
く、かかわった人々の想いであったり、影響を受けた生き方そのものであっ
たり、多様であることを実感しました。ひとが住む都市空間というものは、
これらすべてを包含して、積み重なっていくのだということを記事で示し
てくれたことに感謝します。やはり、都市は奥深い・・・

マガジン 250 号、おめでとうございます。同時に、これまで編集に関わってきたメン
バー、記事を執筆してきたメンバー、あるいはインタビューやアンケート等に応じて下
さった多くの方々に感謝申し上げます。自分事のような、しかし他人事のような、不思
議な気分です。2005 年 4 月にマガジンが創刊された後しばらくは、元新聞記者で初代
編集長の酒井憲一氏と初代編集部員で二代目編集長になる坂内良明君（現新聞記者）と
私の 3 名で編集会議を行っていました。酒井氏が「記事では記者の思いや文章力を披
露する以前に、『いつ、どこで、だれが、なにを』という情報を正確に記して、後世に
残すことが最も重要だ」と坂内君が書いた記事に赤を入れていたことが強く印象に残っ
ています。あの頃からもう 12 年が経過し、紙媒体のマガジンの役割も変化してきてい
ますが、この圧倒的な情報の蓄積（アーカイブ性）を誇るマガジンが、将来、 日本の都
市デザイン史研究にとって一級の史料となることは確実ですから、編集メンバーには使
命感を持って、国内外に「都市デザイン、ここにありき」を発信していってほしいと思
います。そしてその前提として、発信に値する充実した研究室活動を行っていきましょ
う。頑張ろう。

西村幸夫　教授 中島直人　准教授

【創刊号】OB・OG記事は結婚式 !!
最初からこのシリーズはありました。

29 号からレイアウトを変えた。レイアウトの自
由度が上がり載せられる文章量が増えた分、文字
が細かいという意見が出てきた。(vol.50　塩澤 )

忙しくなってくると記事を頼む人が同じメンバー
に頼りがちになってしまう。博士の人や留学生の
普段の活動が分からなかったので、細かな情報収
集が大事だと考えていた。(vol.50　蛎灰谷 )

と考えていた (vol.50　塩澤 )

私が編集長の時には既に研究室内に精
通していた。一人で書いたらデモクラ
シーではない。みんなが参加できるも
ののようにした。(vol.50　酒井 )

昨年度から始まったマガジンのカラフル
化。101 号から情報欄を設けました。そ
れに伴い今号では少しレイアウトを改善し
ています。(vol.102)

誌面デザイン一新 ! デザインの骨格誕生

マガジンの伝統を引き継ぎつつ。新
しい紙面や企画を提案していければ
と考えています。(vol.168　大森 )

皆様にたくさんの話題
をお届けできるよう、
常にアンテナを張って
まいりたいと思います
(vol.192　福士 )

研究室外の方へ向けての報告をウェブサイトへ。
紙媒体では研究室内部を主な対象に、PJ 毎や学年毎
に分かれてしまいがちな環境に横糸を通す (vol.216)

櫻庭敬子さんがデザインした、vol.121 から使われて
いる誌面デザインは今でも踏襲されています。ちなみ
に、都市デザイン研究室のロゴが入り編集後記欄、ロ
ゴ自体は後藤倫太郎さんがデザインとのこと。

マガジン誌面大改革 !! ハイブリッドな発行体制情報量UPのレイアウト

一人で書いたら
デモクラシーではない

隅々まで、満遍なく、
記事の充実化を図りたい

「外部に向けた広報媒体としての研究室マガジン」
「マガジンに関わる人々をより多くする」

【vol.41】就活の時期。現在働く先輩
からの寄稿記事。勉強になります !!　

情報欄誕生 !!

【vol.105】OB・OGめぐり　第一回 !　
第十五回まで寄稿形式で続きます

【vol.59】OB・OG のご結婚
や論文受賞記事も多いですが
中にはこんな記事も !!

みなさんが書いてくれた
ものをそのまま届けたい

研究室のフレッシュな「今」の
姿とともに、深みのある記事を
伝えていきます

読者やマガジン編集部が
何を得るのか

「紙媒体へのこだわり」と
「主体性のある記事作り」

A4 ビラ形式と冊子形式を組み合わせ、研究室のフレッ
シュな「今」の姿とともに、深みのある記事も共に伝え
ていきます。(vol.240　黒本 )

創刊から貫く「紙媒体へのこだわり」と「主体性のあ
る記事作り」という信念を忘れず、研究室内外の人と
人をつなげられるよう邁進していきたいと思います。
(vol.150　矢吹 )

研究室の今を発信するといった基本コンセプトを大事にしつ
つ、読者やマガジン編集部が何を得るのかということを意識し
ながら一年間やっていきたいと思っています。(vol.228　今川)

【vol224.&229】( あの先輩はいま、)
第一回は OB・OG めぐりと同じく
平野彰秀さん。第二回は倉澤聡さん
を訪ねて松本へ

【vol.203】vol.200 の記念に初代編集
長・酒井さんからのご寄稿を頂きまし
た。最近はご寄稿という形が少なく
なって来ました

都市デザイン研マガジン創刊 !!

vol.216 よ り 月 2 回 か ら 月 1 回
発行、A3 バージョンへ。そして
vol.218 からは冊子形式となり研究
室メンバーの興味を掘り下げる密度
の高い充実した内容を取り上げま
す。研究室ホームページとの連携も
スタートしました。

月 1 回の速報性重視 A4 通常
号と年 4回の内容深め冊子形
式特集号を併用して、幅広い記
事をお届けします !

(vol.97　菊地原 )

【vol.242】A4 サイズに
なっても先輩のインタ
ビューを !　OB・OG の
方へ寄稿ではなく自ら赴
いて記事をまとめるよう
になりました

編集方針と誌面デザインで見る研究室マガジン
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250th Memorial Edition!!
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２回目の策定委員会に向けて調
査や議論の様子を内子町全域を
歩いた写真とともに報告。（M1
岡山）

内子町歴まち計画策定委員会
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12 月 15 日に最終発表があっ
た学部 2 年生の都市工学設計
演習の様子や感想を TA の立場
から報告。　　（M1 岡山）

2 年設計演習最終発表
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12 月上旬に行われたカトマン
ズ調査に関して、3 つの視点や
今年度の振り返りとともに報
告。　　　　（助教 森）

カトマンズ現地調査
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2 月に、現在居住している千葉県および柏市を観光 PR
するため、バンコク旅行博へちーば君と行ってきました。
ちなみに仕事ではなくボランティアです。

バンコク（タイ）

Suematsu Isamu (OB)
最近、南房総の少し内陸に仲間で古民家と畑と山を借り
てシェアし、たまに通っています。写真は収穫した筍を
縁側に置いている風景。山村へ通っていた学生時代を思
い出すひと時です。

南房総市（千葉県）

Hirai Akiko (OG)
関西の住宅団地再生会議出張の帰り、姫路・長浜・岐阜
と立ち寄りました。はじめて行った長浜はコンパクトな
まちで、黒壁は外観・インテリアも趣きあり、ガラス細
工の土産屋や食べ歩きなど・・・一人でも家族でも楽し
める素敵なところでした。

Kato Satoshi ( まち大 8 期 )

3 月の終わり、夏みかんと青空が涼しい季節。大学を卒
業して大学院に入学するまでの短い空白の時間、調査で
もなんでもない小旅行。ささやかな非日常と穏やかな時
間だったことを、忙しない日々の中でふと思い出した。

萩（山口県）

Nakado Shotaro (UD/M1)
ミャンマーの人々の信仰の中心、幾多のストゥーパの森
に迷い込む夜。電光装飾で輝く仏像の前では、写真を撮
る観光客、座禅を組む僧侶、日課の礼拝をしている地元
の人々が共存する。何を象徴する空間か。戸惑うことし
かできなかった。

ヤンゴン シェダゴン・パゴダ（ミャンマー）

Hamada Megumi (UD/D1)
今年は内子、富士吉田、手賀沼、鞆、大屋、有松、あす
と長町など日本各地でたくさんの人に風景に出会いまし
た。この出会いをもっと尊厳できるように実力をつけた
いなと地元のルミナリエを見て決意しました。

神戸市（兵庫県）

Okayama Hiroaki (UD/M1)

長浜の黒壁（滋賀県）

妻籠宿の屋並みを眼下にのぞむ河岸段丘上に広がる光徳
寺墓地。妻籠の谷間の全てを包みこむ美しい山並みが眼
前に立ち現れる。ここから見える全てを守ろうと奮闘さ
れた方々が、ここからみている。2017 年、最も身が引
き締まった瞬間。

南木曽町妻籠宿（長野県）

Ishiyama Chiyo (TD/D3)
10 月に訪れた志摩市にある横山展望台というところか
ら撮った写真です。志摩の海と緑が共存している姿を一
望し、して地平線上に夕日が沈んでいく姿はとても幻想
的でした。

志摩市（三重県）

Yagawa Hiromu (UD/B4)
直前にサークルの人と東北に車で行き、レンタカーを乗
り継いで、学科の 4 人で車で 17 時間かけて佐世保に行
き、6 日で合計 4000km という中々ハードな旅行だっ
たのですが、この九十九島と夕日の景色が綺麗で癒され
た時の写真です。

佐世保（長崎市）

Hara Kota (UD/B4)

ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました！( 文責 :M1 但馬 )




